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近年の動向

• オープンサイエンスの概念
– 2013年6月：英国におけるG8科学大臣会合
– 研究論文だけでなく研究データのオープン化

• その分野の知見を集約した国際的なデータベースの構築
– 知見の集約
– 情報ソースのハブ化
– 教育・検索コストの低価格化

• 研究機関ごとに、独自のデータベースシステムの構築
– 低価格で高性能なIT技術によって実現
– 研究機関で独自に集約したデータの集約化
– 資金を投入した研究成果の公共性の向上
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研究データ利用の課題

• 属人性の高さ

– データの管理、収集について、個々の裁量に依存

• 再利用性の低下

– フォーマットの変換、所有権の確認に、時間が掛かる

• 意識の低さ

– データ出版・公開に対しての評価基準がない

データの死蔵化
• 日の目を見ない観測データ・解析データ
• 他研究による被引用数の低下

データ出版・公開のインセンティブの確保が必要データ出版・公開のインセンティブの確保が必要データ出版・公開のインセンティブの確保が必要データ出版・公開のインセンティブの確保が必要
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GRENE Project 

GRENE北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）
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北極域における温暖北極域における温暖北極域における温暖北極域における温暖
化増幅メカニズムの化増幅メカニズムの化増幅メカニズムの化増幅メカニズムの

解明解明解明解明

全球の気候変動及び全球の気候変動及び全球の気候変動及び全球の気候変動及び
将来予測における北将来予測における北将来予測における北将来予測における北
極域の役割の解明極域の役割の解明極域の役割の解明極域の役割の解明

北極域における環境北極域における環境北極域における環境北極域における環境
変動が日本周辺の気変動が日本周辺の気変動が日本周辺の気変動が日本周辺の気
象や水産資源等に及象や水産資源等に及象や水産資源等に及象や水産資源等に及

ぼす影響の評価ぼす影響の評価ぼす影響の評価ぼす影響の評価

北極海航路の利用可北極海航路の利用可北極海航路の利用可北極海航路の利用可
能性評価につながる能性評価につながる能性評価につながる能性評価につながる
海氷分布の将来予測海氷分布の将来予測海氷分布の将来予測海氷分布の将来予測

各分野間でこれらの様々データを共有することで効率よく解析を行う必要がある。

データ共有
相互利用

モデル研究者及び観測研究者によるデータの相互利用

GRENE北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）
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北極域における温暖
化増幅メカニズムの

解明

全球の気候変動及び
将来予測における北
極域の役割の解明

北極域における環境
変動が日本周辺の気
象や水産資源等に及

ぼす影響の評価

北極海航路の利用可
能性評価につながる
海氷分布の将来予測

各分野間でこれらの様々データを共有することで効率よく解析を行う必要がある。

データ共有
相互利用

モデル研究者及び観測研究者によるデータの相互利用

GRENE北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）北極事業（北極気候変動研究プロジェクト）
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研究データ検索・
管理システム

極域環境監視モニター

・可視化された衛星デー
タを準リアルタイムで
Webで提供する

オンライン可視化アプリケーション

ブラウザ上でグリッドデータや
時系列データを可視化し、解
析を可能にするオンラインで可
視化するWebアプリケーション

https://ads.nipr.ac.jp/
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で

Search result

Data Summary MetadataMetadataMetadataMetadata Quick LookQuick LookQuick LookQuick LookPhoto Quick LookPhoto Quick LookPhoto Quick LookPhoto Quick LookDownLoadDownLoadDownLoadDownLoad

Simple Search

Full text search

Time scale search Key work Search

Geographical 

Search

Detail search 

ADSの利用方法
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ADSメタデータADSメタデータ

シート シート名 項目 要素数（必須項目）

A
Title & 

Personnel
データセットの基本情報 32（22）

B Management サイトにおけるデータ表示、関連するプロジェクトなど 22（5）

C Constraint 権利に関する項目 16（5）

D Keywords キーワード 14（5）

E Period 時間に関する項目 11（2）

F Location 空間に関する項目 17（4）

F-1 Point 地点情報 ポイントデータ 20

F-2 Line 地点情報 ラインデータ 8

F-3 Grid モデルデータ 17

メタデータの記載は全てエクセルシートを用いて行う。エクセルシートではマ
クロが組んであり、入力補助を行っている。

関連する規格 カテゴリ 要素数

DIAS 地球科学全般 85

DIF (Directory Interchange Format)
GCMDの定義 55

DataCite 科学データDOI関連 18

メタ情報規格
�国際規格： ISO19139
�関連プロジェクトの規格：

DIAS, GCMD DIF, DataCite
⇒各々の必須項目は必ず含み、マッピングに対応

�ADS独自規格： ADS

この部分：データの種
類により入れ替え（粒
度の細かいデータセッ
トを記述できる）
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Matadata Input tool

（（（（Excel））））

Observati

onal data
GridMap

replacement

Quick Look

Dataset

Data Base

XML 

metadata

Harvesting Metadata

・・・・OAI-PMH2

・・・・GI-Cat

Data provider

DataCite

XML 

metadata

DOI

registration

generated

ADS matadata

DIF, ISO19139 

Search By 

Web API

Result by XML

Other Data center
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ADSメタデータコントロール画面DOI登録画面

ADSのデータランディングページ
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研究データへのDOI付与のメリット

データ出版（Data Publication) データ引用（Data Citation)

• データ利用者のメリット
– 論文に引用されるデータにアクセスができる。

– 論文の引用から新たなデータへのアクセスが可能

• データ提供者のメリット＝＞
– データ公開が業績・評価の対象

– データの利用数、被引用数を調べられる=>被引用論文数
と同じ

• データセンターのメリット
– データの整形等を通して2次利用が可能になり、データ

ベースへの利用が可能になる。（統合的データベースの
構築）

– データ提供者へのインセンティブの確保
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DOIの付与
• DOIは単なる恒久的なパーマネントリンクを確

保する“しくみ”しくみ”しくみ”しくみ”。

• データセンター

–研究・観測データの品質が確保研究・観測データの品質が確保研究・観測データの品質が確保研究・観測データの品質が確保されるこ
とが重要

–データセンター自体の品質にかかわる

• DOI発行者の責務
–公開・出版されるデータの品質の確保

– DOIを発行するということは研究・観測データの品
質の確保が最重要課題最重要課題最重要課題最重要課題＝＞データセンターに
とって重要なアクション
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国立極地研究所の取り組み
• 現在：

– 観測データ報告（編集・査読）
• JARE-data reports

• NIPR arctic data reports

• 検討中（案）
– Data Reportsを発展させ査読制度を設ける

• 品質を確保する

– これらの査読を通過したデータに関してDOIの付与を行う。
• 極地研独自のデータ品質管理極地研独自のデータ品質管理極地研独自のデータ品質管理極地研独自のデータ品質管理
• 極地研のデータ出版としてdata reportsの活用（CrossRef ?)

• データリポジトリとしてADSの活用 （DataCite)

– 学術論文に利用されたデータの登録（学術論文に利用されたデータの登録（学術論文に利用されたデータの登録（学術論文に利用されたデータの登録（DOI付与）付与）付与）付与）
– 他データジャーナルに投稿されたデータ（他データジャーナルに投稿されたデータ（他データジャーナルに投稿されたデータ（他データジャーナルに投稿されたデータ（DOI付与）付与）付与）付与）
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ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。ありがとうございました。

URL: https://ads.nipr.ac.jp

Contact : ads-info@nipr.ac.jp
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